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論
.
叢

文
化
的

認
識
ピ
歴
堤
前
認
識

(
一
)

第
十
七
巻

(第

}
號

文

化

的

認

識

亡
歴

史

的

認

識

二
)

恒

三
〇
〕

三
　ρ

藤

恭

一

・

・
償
値
の
理
論
に
お
い
て
、
償
直
の
妥
當
の
普
遍
性
を
し
て
両
債
億
の
内
容
の
普
遍
性
に
椅
存
せ
し
め
る
思
想
を
、

合
理
主
義
的
思
想
ご
呼
び
、
之
に
反
し
て
贋
億

の
妥
當

の
普
遍
性
を
し
て
、
腰
垣
の
内
容
の
個
性
に
侮
存

せ
し
め

る
思
想
を
、非
合
理
主
義
的
思
想
ご
呼
ぶ
こ
・こ
、
す

る
。
然
る
ε
き
は
、
償
値

の
受
賞
の
普
遍
性
は
、
贋
値
の
内
容

の
普
遍
性
及
び
個
性
の

い
つ
れ
ε
も
而
立
し
能

ふ
こ
己
を
洞
察
す
る
ε
こ
ろ
の
、
挽
割
主
義
的
思
想
に
比
し
て
、

酋

の
二
様
の
思
想
は
、
別
個
の
意
味

に
お
い
て
で
は
み
る
が
、
ひ
ε
し
く
濁
断
的
傾
向
を
有
す
る
も
の
ざ
、
言
ふ
.

べ
き
で
あ
る
。

特

に
學
問
償
恒
久
は
眞
理
償
値

に
幽
し
て
は
、
右

に
い
ば
ゆ
る
濁
断
的
傾
向
は
、

一
方
に
は
、
普
遍
的
内
容
を
.

有
す

る
概
念
の
腸
系
を
構
成
す

る
方
法
の
み
が
、
眞

に
學
問
的
認
識
陀
る
意
義
を
有
す
る
～
」
い
ふ
主
張
ε
な

っ
て
.

現
れ
る
し
、

他
方
に
は
、

個
性
的
内
容
を
有
す
る
概
念
の
關
聯
を
構
成
す

る
方
法
の
み
が
、
.眞

に
學
問
的
認
識

た
る
意
義
を
有
す
る
ε
い
ふ
主
張
ε
な
つ
.て
現
れ
る
。
文
化
現
象
も
し
一
は
耽
會
現
象

に
關
す
る
諸
科
學

に
お

い

て
、

こ
れ
ら
の
二
様
の
濁
鋤
的
思
想
が
相
拮
抗
し
泥
ヌ
は
相
拮
抗
し
て
み
る
事
實

に
、
在
々
逢
着
す
る
の
で
あ
る
.



～

.

が
産

謹

の
馨

・
ぎ

て
.
そ
の
雫

響

な
・
欝

姦

る
ξ

難

き
る
や
う
に
墨

・
極

竿

荏

ま
か
な
吉
ひ
方
穿

る
な
ら
ば
、
正
統
派
の
経
済
學
者
、
マ
ル
ク
ス
嚢

の
経
済
薯

、
契

醍

の
落

髪

な

ビ
、
は
、
概
し
て
右

に
規
定
し
た
意
味

に
.存

・
合
理
主
義
意

想

に
立
脚
し
て
ゐ

・
に
反
し
て
・
歴
史
涙
の
欝

學

者
、は
酒
非
合
理
嚢

的
懸

を
把
持
す
る
も
の
・
、
言
ひ
え
ら
れ
・
・
す
な
は
ち
前

の
傾
向

に
屠
龍
る
學
者

は
・

.

経
済
現
象
の
問

晟

立
す
る
法
則
的
關
係
を
羅

す
る
こ
・
が
、
経
済
學

の
唯

一
の
方
法
で
あ
を

・
圭
.張
す

る

,、
ご
に
傾

き
、
後

の
傾
向

に
尉

す

る
學
者
は

、
或

る
腓

代

の
成

る
肚
會

に
お
け

る
経
済

現
象

の
集
團

を
・
そ

の
個

性
的
形
態
・
ぎ

て
認
識
す
・
・、
ご
が
、
纒
濟
學

の
墜

の
方
法
で
あ
る
ご
、
主
張
す
る
・
蕊

傾
く
・
後
に
説

く
や
う
に
、
,・
れ
ら
の
ま
張
の
い
つ
れ
も
が
、
學
蟹

値
の
本
質

に
閲
す
る
不
+

分
な
る
理
解
を
基
礎
与

る
も

め

で
あ

っ
て
、
.醤

題
に
關
し
て
、
挽
割
的
態
度
を
執
ら
書

す
る
覆

、
欝

學
的
認
識
が
・
を
れ
自
書

普

.

需

概
念
に
.依
ら
ね
馨

ら
ぬ

ε
か
、
叉
は
.個
性
化
義

奮

成
方
法

に
依
ら
ね
ば
な
ら
雪

か
云

っ
た
や
　
な
・

欝
.
的
轟

に
陥

る
ξ

を
響

、
、學
問
便
値
叉
は
眞
謬

値

の
本
質
に
つ
い
て
、
正
確
な
る
考
察
を
加

乞

立

場

か
ら
、

.経
験
科

學
的

認
識
が

た
ご

り
得

る

ご
こ
ろ
の

、
論
理
的

に
可
能

な

る
方
向

の
何

た

る
か
を

明
か
に
す

る

ご

ε
に
よ
レ
、
経

済
學

的
認
識

が
愚
右

の
一
.一様

の
方
法

の
孰

れ
を

も
探

繹
し
能

ふ
こ
ご
を

、
明
瞭

に
意
識
す

べ
き

・で

あ
ら
う

蓬
、
.私

は
考

へ
る
。

噛
.し

か
む
此
謬

る
、
盟
に
経
済
學
に
・の
み
磐

な
る
問
題
で
は
な
く
て
、い
は
ゆ
妄

化
科
學
の
す

べ
そ

其

通

.

論

叢

文
化
的
議

、、歴

嵩

認
識
(
一
)

第
+
七
巻

(第

一
號

三

一
)

三

`



論

叢

文
化
的
誰

巌

講

義

〔
ご

・

筆

墓

璽

號

三
三

一三

慧

こ
ろ
の
轟

な
高

麗
で
み
る
・
昌

、
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
私
は
.、
本
論
叢
の
前
餐

第
四
號
、第
五
號
、

第
六

號
)

に

お
い
.て
償
億

の
類
型
及

び
個
性

に
關

し
て
考
察

を
試

み
π
が

、
そ
の
考
察

ご
關

聯
し

て
、
右

に
指
摘

・
し
た
問
題

に
謝
し
、
少

し
く
考
察

を

加

へ
た

い
ご
思

ふ
。

二

封
墾

般
雰

つ
で
・
實
奮

蜀
象
及
び
非
實
在
的
劃
讐

寫
す
・
嘉

、
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
対
象
の
世
界

の
認
識
も
・
實
在
的
鑑

の
世
界
の
認
磐

、
.斐

在
的
業

の
世
界
の
認
轡

に
、
匠
別
・
れ
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
9
そ
し
て
先
験
的
観
念
論
の
立
場
を
ε
る
者
は
、
實
在
的
蜘
象
の
世
界
の
認
識
の
可
能
な
る
根
撮
を
、
實
在

的
範
躊
の
.先
天
的
愛
當
性

に
、
求

め
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ら
う
。

客
観
的
書

性
を
具

へ
た
概
念
の
鴉
系
を
構
成
す
る
作
用
を
、
認
識
ε
呼
ぶ
こ
ε

、
、
約
事

る
,し
き
は
、
対

象
の
世
界
の
認
識
は
、
概
念

の
魑

的
本
質

に
し
た
が

っ
て
、
普
遍
化
的
概
念
作
用
た
・
か
、
然
ら
ず
ん
ば
、
個

性
化
的
概
奮

成
庸

π
・
か
、
そ
の
孰

れ
か

芳

だ
・
の
で
な
け
れ
ば
な
島

。
し
か
も
砦

馨

、
ひ
青

實
在
監

象
の
認

轡

つ
い
て
の
み
、
主
張
し
得
ら
れ
・
の
で
は
?

て
.斐

在
的
劃
象
の
認
識

に
つ
い
て
も
、

督

し
一
主
張
し
得
ら
れ
る
所

で
あ
・
・
.　
・
ひ
換

へ
を

、
普
遍
的
内
容
を
そ
な

へ
島

象
の
統

一
的
關
聯
の
構

啓

・
個
性
的
内
宴

そ
な

へ
藪

象
の
統

]
的
嗣
聯

の
構
成

薩

ご

磐

認
識
が
目
指
瀧

ふ
標
的
で
あ
っ

て
・
契

の
馨

獲

び
養

在
性
の
問
嬰

は
、
祖
楚

繕

す
る
も
の
で
は
讐

の
で
あ
る
。



「

.

75
か
ら
實

在
的
対
象

の
世
界

の
認
識

が
、
或

は
普

遍
化

的
方
向

を
目
ざ
し
、
或

は
個
性
化

的
方
向
を

目
ざ
す

ざ

い
ふ
こ
ご
は
、
そ
れ
が
、
實
在
的

認
識

ご
し
て
具
有

す

る
ε
こ
ろ
の
特
殊

の
性
質

に
基

く
の
で
は
な
く

て
、

そ
れ

が
、

一
般

に
認
識

た

る
の
故
を
以

て
具

有
す

る
ご
こ

ろ
の
性
質

に
基
く

の
で
め

る
。

之

に
反

し
て
、
貴

注
的
樹
象

の
世

界

の
認
識

が
、
或

は
自
然
的
認
識

た
り

、
或

は

文
化

的
認
識

た
る

の
は
、

そ
れ

が
、

一
般

に
認
識

た

る
の
故

を
以
て
具
有
す

る

ε
こ
ろ

の
性
質

に
基

く
も

の
で
は

な

く
、
そ
れ
が
、
實
在

的
認
識

ご
し
て
具
有

す

る
ご
こ
ろ
の

特
殊
の
性
質

に
基
ξ

の
ε
、

い
ふ
箭

で
あ
る
。
若
し
も
か
や
　
な
立
言
が
正
當
で
あ
る
与

れ
ば
・
實
在
的

対
象

の
世
界

の
認
識

が
問

題
た

る
場
合

に

お
い
て
、
普

遍
化
的
認
識

及
び
個
性
化
的

認
識

の
対
立

ε
、

自
然

的
認

識
及

び
文
化

的
認
識

の
対

立
ε
は
、
互
ひ

に

↓
致

す

る
も

の
で
は

な

い
ご
、
考

へ
る
外

は
な

い
の
で
あ

る
。

劃
象

の
世
界

の
認
識

が
、
貴
在

の
範
躊

に
よ

っ
て
導

か
れ

る
こ
ご
に
よ

っ
て
、
實

在
的
劃

象

の
世
界

に
關
す

る

認

識

が
、
成

立
す

る
の
で
あ
る
が
、
よ
り
精
密

に
考

慮
す

る
ご
き
は
、實
在

の
範

疇

に
よ

っ
て
導

か
れ
る

に
當
り
、

.

認
識

は
、

「
方

に
は
、
自

然
の

範
躊

に
よ

っ
て
規
定

さ
れ
、
他

方

に
は
、
文

化

の
範

疇

に
よ

っ
て
規
定

さ
れ

る

こ

蓬
を
、
獲
見
す

る
。

そ
し

て
文

化

の
範
疇

が
、

い
は

ゆ
底
贋
値

關
係
的
實
在

的
野
象

の
構
成

の
先

天
的
形
式

把

る

に
反

し

て
、
自
然

の
範
疇

は
、

非
債
値
關

係
的
實
在
的
封

象

の
構

成

の
先

天
的
形
式

た

る
の
で
あ

る
。

自
然

的
認
識

ε
文
化
的
認
識

ご
の
差
異

は
實
在
的

対
象

の
世
界

を
認

識
す

る
方
法

の
差

異

で
あ
b

丹
自
然
的
対

象

ご
、
文
化

的
勤
象

ε
の
差
異

は
、
論
理
的

に
は
、
認
識
方
法

の
差
異

に
由
来
す

る
も
の

ε
、
盲
は

ね
ば
な
ら

狙
。

論

叢

文
化
的
認
識
守」歴
史
的
認
識
(
一
)

第
十
七
巻

(第
】
號

三
三
)

三
三

●

」.

■



論

叢
.

文
化
的
認
識
ε
歴
史
的
認
識
(
こ

第
十
七
巻

(第
一
號

三
四
)

三
四

特

に
科
學

的
認
識

に

つ
い
て
盲

へ
ば
、
自
然
科
學

的

認
識

`
文
化

科
學

的
認
識

こ
の
分
類

は

、
科
學

の
方
法

の
相

違

に
基

く
も

の
で
あ

っ
て
、
科
學

の
封

象

の
相

違
も

、
斯

か
る

一
層
根
本
的

な
る
相
違

に
胚

胎
す

る
も

の
に
他
な

ら

訟
。
.

.考
察

の
範
園
を
猿

め
て
、
文
化
的
認
識
叉
は
文
化
斜
里
的
認
識
の
み
を
、
問
題
ε
す
る
事
ε
す
る
。
一

前
に

述

べ
た
所
に
よ
れ
ば
、
文
化
的
認
識
叉
は
衣
化
科
學
的
認
識
は
、
認
識

一
般

の
論
理
的
性
質

に
基

い
て
、,
或
は
普

遍
化
的
方
向
を
.ε
り
得

る
し
、
或
は
個
性
化
的
方
向
を
ε
り
得
る
。
そ
し
て
、
こ
の
論
理
的
可
能
性
を
除
却
す
る

ε
こ
ろ
の
、
何
等
か
の
必
然
的
な
る
、
實
在
的
認
識
の
條
件
を
、
私
は
獲
見
す

る
こ
ε
が
能
き
な

い
。
文
化
的
認

識
叉
は
文
化
科
學
的
認
識
が
、
普
饗

當
射
た
り
得

る
奮

に
は
、
素
よ
血

定

の
制
約
に
叶
は
な
け
れ
ば
な
ら

諏
け
れ
ご
、
そ
れ
が
普
遍
的
で
め
ら
ね
ば
な
ら
諏
こ
ざ
、
又
は
個
性
化
的
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
粗
こ
ε
は
、
問
題
た

る
制
約

の
中

に
厨
す
る
も
の
で
は
な
い
。
.

「

、

以
上
に
概
説
し
た
や
　
な
見
地
か
ら
、
私
は
、
文
化
的
認
識

(叉
は
文
化
科
學
的
認
識
)
が
、
普
遍
化
的
概
念
構

成
を
目
ざ
す
か
、
個
性
化
的
概
念
構
成
を
目
ざ
す
か
に
随

っ
て
、
之
を
、
普
遍
化
的
、
文
化
的
認
識
ε
、
個
性
化

的
、
文
化
的
認
識
に
匠
別
し
、
且

つ
後
者
に
謝
し
て
は
、
特

に
歴
史
的
認
識

〔叉
は
歴
史
科
學
的
認
識

)
の
名
稠
を

あ
把

ヘ
セ

い
ε
思
ふ
。
故

に
、
私
の
い
廣
ゆ
る
文
化
的
認
識
蓬
、
雁
皮
的
認
識

ε
は
互
ひ
に
相
対
立
す

る
概
念
で

は
な
く
、
後
者
は
、
前
者

の
種
概
念
た

る
の
で
あ
る
。
　久
化
的
認
識
叉
は
文
化
科
學
的
認
識
を
、
斯
く
分
類
す
る

正)文 化的認識一般 ミ文化 科學的認識 こ存殿密 に匪別 して考 へ る こピに、.この稿に 渇

いてば、興味 の範園外に存す ろ。

「



こ
ε
は
、
論
理
的

に
可
能

で
あ
乃
ば

か
り

で
な

く
、
現

實

に
め
た

へ
ら
れ
た
文
化
科
學

の
諸

領
域
一

例

へ
ば
、

肚
曾
學
、
政
治
學
、
法
律
學

、
経
済
學
な
ご
の
領
域
を
通
じ
て
、
右

に
論
定
し
た
や
　
な
n
こ
様
の
認
識
方
法
が

並
び
使
用

さ
れ
、
從

っ
て
そ
れ
に
封
慮
し
た
二
様
の
認
識
成
果
が
、
存
在
し
て
み
る
こ
ε
を
、
私
た
ち
は
目
睹
す

る
の
で
あ
.る
。

普
遍
化
的
概
念
構
成

の
作
用
ε
い
ひ
、
個
性
化
的
概
念
構
成
の
作
用
ε

い
ひ
、
各
自
特
有
な
る
イ
デ
ー
に
み
ち

び
か
れ

つ
、
、
無
限
に
展
開
す
る
過
程
で
あ

っ
て
、

い
つ
れ
の
方
向

に
お
い
て
も
、
普
遍
化
叉
は
個
性
化

の
成
就

さ
れ

る
程

度

に
、
敷
多

あ

段
階

が
あ
る

こ
ご
は
吉

ふ

ま
で
も
な

い
・
文
化
的

叉
は
文
化

科
學
的

認
識

に
お

い
て
・

普

遍
化
的

概
念
構
成

の
作
用

が
、
多

大
の
困
難

に
遭
遇

す

る

ご
い
ふ

こ
ご
は
、
前
者

が
此
方
向
を
た

こ
b
得

る
可

能
性

が
存

せ
戯
ご

い
ふ

こ
ざ
を
意

味

し
な

い
し
、
且

つ
前

者

が
此

方
向

に
わ
っ

か
し
か
前
進

し
て
み
な

い
`
い
ふ

こ
だ
は

、
そ
れ

が
こ
の
方
向

を
π
こ
ら
む

ε
す

る

　
面

を
も
具

へ
て

る
る
ε
い
ふ
こ
ε

、
、
決

し
て
矛
盾

し
な

い

の
で
め
る
。

文
化
科
學
的

認
識
は
、

一
方

に
は
、
普
遍
化

的
、
文

化

科
學
的
認
識

だ

る
こ
ε
を
得

べ
く
、
他

方

に
は
、
雁

皮

的

、
文
化

科
學

的
認
識

た

る
こ
ε
を
得

る

ε
し
て
、
ひ

ε

し
く
償
値

關
係

的
實

在
考
察
方
法

た

る
、

こ
れ
ら

の
二

様

の
認
識
方
法

の
各
者
は
、
如
何

な

る
特

有

の
條
件
を

具
備

す

る
こ
ご
に
よ

っ
て
、
濁

自

の
認

識
方
法
た

る
意
義

を
有

す

る
の
で
あ
ら

う

か
P
I

以
下

の
所
説

は
、

こ
の
問

題

に

つ
い
て
、
何
程

か
解

明
を

あ
た

へ
む

こ
ε
を
期

論

叢

文
化
的
認
識

ぐ、歴
史
釣
認
識

(
こ

第
†
七
巻

(第

一
號

、
三
五
)

三
五

『

二

「



、

論

叢

文
化
的
認
識
ε
歴
史
的
認
識
(
こ

第
+
七
巻

(第

一號

.三
さ

三
六

す

る
も

の
で
あ

る
ご
、
云

ふ
こ
ご
が
能

き
る
。

三

右

に
提
起

し

陀
問
題
に

つ
い
て
、
考
察

を
試

み
る
に

當
り

、
先

づ
歴
史

的
、
個
性
的
實
在

の
論

理
的
意
義

叢
關

す

る
リ

ッ
カ
ー
み

思
想
を
吟
味
す

る
こ
ε

よ

っ
て

問

題

の
解

明
の
端
緒
を

さ
ぐ
b
出

し
た

い
患

ふ
、

『
自

然
科
學
的
概
念
構
成

の
限
界
」

に
あ
ら
は

れ
π

、

リ

ッ
カ

ー
ト
の
見

解

の

一
部

分
を

、
要

約
す

る
ε
-

自
然
科
畢
的
認
識
の
問
題
の
場
合
ご
同
様

に
、
雁
皮
的
認
識

の
問
題
の
場
合
に
お
い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察

の

出
獲
黙
を
あ
た

へ
る
も
の
は
、
無
限
に
多
様
な
る
異
質
的
内
容
の
連
続
を
展
開
す

る
ε
ろ
の
、
経
験
的
直
観
の
世

界
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
す
な

鳳
ち
、
歴
史
的
概
念
癒
成

の
問
題
は
、
直
観
的
現
貴
注

の
科
學
的
政
客
及
び
軍
純

化

が
、
自
然
科
學
的
概
念
に
於
け
る
が
如

く
、
同
時
に
個
性
を
斥
出
し
去

る
こ
蓬
な
く
し
て
、
能
く
企
及

し
え
ら

れ
る
か
否

か
ε
い
ふ
黙
に
、
存
す

る
の
で
あ
る
。
吉
ひ
換

へ
る
ε
、
こ
の
問
題
は
、
現
實
在

の
無
限
多
様
な
る
直

親
的
内
容
の
中

か
ら
、
特
定

の
成

分
を
抽
出
し
、
軍
に

一
個
の
個
讐

お
い
て
の
み
存
す
る
所
の
も
の
を
提
示
す

る
や
う
な

、
科
學
的
概

念

に
ま
で
、
之
を

合
成
す

る

こ

ε
が
、
可
能

で
あ
る
か
否

か
`

い
ふ
黙

に
、
存

す

る
の
で

み

る
Q

か
く
て
、
歴
史
的

認
識

の
問

題
は
、
眞
實
な

る
個
艦

`
は
何
を
意
味
す

る
か
の
問
題

に
脇

着
す

る
も

の
ど
.、

い
ふ

べ
き
で
め

る
。

し
か
る
に
、
わ
れ
わ
れ
が
眞

に
個
鰭
…
(
富
。。
ぎ
円
く
置
目
B

)

ε
呼

び
得

る
所

の
も

の
は
、

軍

に

一
回
的

な

る
も
の

雀
拐

国
5
日
四=
αq
o
)
、
特
殊
的

な
る

も
の

(』
田

切
臣
o
巳
o
話
)、

絶
儒

的
な
る
も
の

(ロ
四
切
国
{口
1

・

5

而

匿

`



Nお
四
三
鴨
)
を
意

味
す

る

に
止

ま
ら
す

、
同
特

に
不

可
分

的
な

る
も

の

⑤
霧

q
冥
色
げ申
①
)
を
意
味
す

る
の
で
あ

る
。

故

に
、
そ
れ

の
多
様
性

が
、
そ
れ

の
絶

儒
性

の
π

め
に
、
共

厭
性

の
意
味

に
お
け

る
統

一
を
構

成
す

る
や
う
な

、
.

個
艦

が
、
存

す

る
こ
す

れ
ば
、
そ

の
個
艦

に
お
い
て
は

、
多
様
性

に

お
け

る
絶
儒

性

ξ
統

一
性

ε
が
相

結
合

し

て

み
る
の
で
あ

っ
て
、
歴
史
的
概
念

が
、
"愛
當
性
を

み
ε

め
ら
れ

る
π
め
に
、
具
備
す

べ
き
條
件

が
、
斯

か
る
個
髄

に

お
い
て
提
示

さ
れ
る
わ

け
で
あ

る
。

噛

か
や
う
な
見
地

か
ら
、

リ

ッ
カ
ー
ト
は
、
絶
儒
性

が
不

可
分
性

の
根
篠
又

は
前
提

を
揖
成
す

る

ε
い
ふ
や
う

に
、

不
可

分
性

の
概

念

ε
紹
傳
性

の
概

念

ε
が
、
連
結

さ
れ
舶55
ふ

か
否

か
を
、
考
察
す

る
こ
ε
に
よ
b

、
歴
史
的
個
禮

の

の
概

念

の
把
捉

に
向

っ
て
、
歩

み
を
進

め
や
う

こ
す

る
。
1

狭

い
意
義

に

お
け

る
個
艦

に

つ
い
て
観

る
起
、
.そ

れ

の
個
性

の
意
味

は
、
そ
れ

の
内

容
的
多

様
性

を
形
成

す

る
所
の
も

の

、
全

部

に
基

く
も

の
で
は
な

い
。

こ
の
多

様
性

は
、

あ
ら

ゆ

る
物

に
お
け

る
ξ
等

し
く
、
見
通

し
難

い
多
数

の
規
定

か
ら
成

り
立

つ
も

の
で
あ

っ
て
、
軍

に

そ

の

一
部

分
の

み
に
、
個
艦

の
不
代
替
性

は

、
附
着
す

る
の

で
あ

る
。

か
や

う

に
㌃
個
燈

が

そ
の
個
性

に
よ

っ
て

有
す

る
所

の
統

】
が
、

そ
れ

の

一
部
分
の

み
を
包
容
す

る
も

の
で

め
る
ε
す
れ
ば

.
求

め
ら

れ

る
原
理
は

、
個
艦

の
個
性
を

一
般

に
統

　
ざ
し

て
み

こ
め
る
可
能

性
を
提

供
す

る
ば

か
り

で
な

く
、
個
性

の
諸
規
定

の
中

の
精

密

に

限
定

さ
れ

た
個
藪

だ
け
を
、

一
個

の
統

　
に
ま

で
綜
合

す

る

こ
ざ
を
、
許
す

も

の
で
あ

る
ε
盲

ひ
え
ら
れ

る
。

し

か
ら
ば
、

こ
の
求

め
ら

れ

る
原
理

は
如
何

ε
考

へ
る
ε
、

か
の
個
禮

が
有
す

る

ご
こ
ろ

の
意

味

の
基
く
所

は
、
何

論

叢

文
化
的
認
識
ε
歴
史
的
認
識
二
)

第
十
七
巻

(第

一
號

三
七
)

三
七

1)Rickert,DieGrenzenndernatar帆 ・is5eD5chaftlichenBegrj僑bildung,3.u,4.

A.Ig21,S.331.
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論

叢

文
化
的
認
識
せ
歴
典
的
認
識
(
}
)

第
十
七
巻

〔第

一號

三
入
)

三
人

物

を
以

て
し

て
も
替

ふ
可

か
ら
ざ

る
絶
儒

性

に
附
着
す

る
こ

こ
ろ
の
、
そ
れ
の
償
値

に
、
存
す

る
こ
ご
を
知

る
。
個

禮

が
、
分
割

さ
れ
て
は
な
ら

ぬ
ご

い
ふ
意

味
を

有
す

る

の
は
、

そ
れ

が
債
値

を
有
す

る
か
ら

で
る
り
、
斯

く
絶
欝

性

が
或

る
償
値

に
關

係

せ
し

め
ら

れ

る
こ
ご
に
よ

っ
て

の
み

、
不
可

分
性

の
統

一
の
特
有

な

る
仕

方
が
成

り
立

つ

の
で
あ

る
。

け
れ
こ
も
、
右

に
明

か
に
し
セ
原

理
は
、
現
實

の
生

活

に
お
け

る
各

人

が
、
實
在
す

る
凋
象
を
、
彼

に
ε
り
て

重
要

な

る
も
の

こ
然
ら
ざ

る
も

の
こ

に
、
匠

別
す

る
に
當
b

、
ε

る
ε
こ
ろ
の
見
地
を
意

味
す

る
に
過

ぎ
な

い
の

、

で
あ

っ
て
、
斯

か
る
先
科
學

的
、
個
性

的
實
在

親

ξ
、
科

學
的

、
歴
史

的
概

念
構
成

の
問

題

ε
の
關
聯

は
、
更

に
別

個

の
考
察

に
よ

っ
て
、
装
見

さ
れ

な

け
れ
ば
な
ら

漁
。

何

ご
な

れ
ば

、
先
科
學
的

認
識

は
、
意
欲
す

る
個
人

の
認

識

ご
し
て
必
然

に
科
學

的
認
識

に
劃

立
せ
ざ

る
を
得
な

い
か
ら

で
あ

る
。

而
し
て
、
両

者

の
原
理
的
差

異
は
、
次

・
の
や

う
な
二

つ
の
黙

に
お
い
て
あ
ら

は
れ

る
ご
、

リ

ッ

カ
ー
ト
は
説

い
て
み
る
。
1

第

一
に
、
歴
史
家
は

、
科

學
者

ε
し

て
、
飽

く
ま

で
も
理
論
的
態

度
を
以

て
終
始

す

る
も

の
で
あ
り

、
意
欲

す

る
人
間

の
如

く
、
意
欲

し
、

評
慣

し

つ
つ
、
対
象

に
向

ふ
も

の
で
は
な

い
。

官
ひ
換

へ
る
ε
、
歴
史

は
評
償
的
科
學

で
ぽ
な
く
て
、
債
億
關
係

的

科
學

で
あ
る
。

次

に
、
意
欲
す

る
人
間

は
、
實
際
生

活

に
お

い
て
、
彼

に
ε

っ
て
の
み
償
値

ざ
し

て
安
賞
す

る

ε
こ
ろ
の
碩
徳

を
、
恒

に
評
領
す

る
も

の
で
あ
り

、
從

っ
て
、
数
多

の
個
禮

が
、
彼

に
ご

つ
て
不
可

分
的
な

る
.個
.

濃

E
な

る
ε

い

っ
て
も

、
他

の
人

々
が
、

こ
れ
ら

の
個

性
的

多
様
を

ば
、
不
可
分
的
者

の
意
味

に
お
け

る
必
然
的

:3)ibid .S.240-z41.
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邑

統

一
ε
し
て
承
認
す
る
こ
ご
を
、
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
。
之
に
反
し
て
科
學
ご
し
て
の
歴
史
は
、
す

べ
て
の

人
に
濁
し
て
安
静
す
る
叙
述
を
め
た

へ
る
こ
ご
に
努

め
る

べ
き
で
あ
り
、
歴
史
的
個
禮
を
持
成
す

る
理
論
的
關
係

方
法
に
謝
し
て
標
準
を
さ
づ
け
る
所
の
債
値
見
地
は

普
遍
的
意
義
を
も

つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

澱
。
吉
ひ
か

へ
る
ご
、
封
象
を
し
て
、
歴
史
的
個
膿
た
ら
し
め
る
償
値
は
、
普
遍
的
償
値
た
る
こ
ご
を
要
す

る
わ
け
で
あ
る
。

而
し
て
、
歴
史
的
考
察
方
法
の
普
遍
安
當
性
を
可
能
な
ら
し
め
る
、
こ
の
普
遍
的
償
値
は
、
自
然
科
學
的
普
遍
ε
は

、

い
ミ

か
も
交
渉
す

る
所

な

き
も

の
で
あ

る
、
す

な
は

ち
多
数

の
個
別
的
債
値
を

そ

の
見
本

ε
し

て
包
容
す

る

も

の
で
は
な

く

て
.
萬
人

に
よ

っ
て
承

認

さ
れ
た
僧

値

、
叉
は
萬
人

に
毀

し

て
要
賞
す

る
儂
値

を
意
味

す

る
も
の

で
め
る
。
加
ふ
畠

、
普
遍
農

値

に
關
係

せ
し
め
ら
れ
・
限
農

ぎ

て
、
普
遍
的
意
義
を
有
す
る
所
の
も
の

は
、
そ

の
た

め

に
、
其

れ
自
身

何
等

か
普
遍
的
な

る

も

の
た

る
わ
け
で
は

な

い
。
反

っ
て
、

こ
の
場
合

に
は

、
或

る
劃
象
を
他

の
対
象

か
ら

匝
別

す
る
所

の
差
違

が
、

大

き
け
れ
ば
大
き

い
ほ
こ
、
そ
の
対
象

の
普

遍
的
意
義

は
増

大
す

る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら

、
歴
史
的

個
膿

は
、
そ

れ

が
他

の

一
切
の

も
の
こ
異

な

る
所

の
も

の
に
よ

っ
て
、
.萬

人

に
謝
し
有
意
義

把
る
の
で
あ

る
。
普
遍
的

な

る
も

分
の
み
が
普
遍

的
意
義

を
も

つ
の
で
あ

っ
て
、
個
性

的
な

る

も
の
は
之
を

も
た

澱
ε
、
思

惟
す

る
者

は
、
正

に
最

も
普

遍
的

な

る
償
値

が
、
絶
対
的

に
個
性
的
た

り
、
絶
傳

的

の

た

る
も
の
に
、
附

着

し
能

ふ

こ
ぐ」
を
、
看
過
す

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
場
合

に

い
は
ゆ

る
儲
値

關
係
的
考
察

方
法

は
、
決

し
て
墨
象

に
向

っ
て
評
贋
作
用

を
加

へ
る
も

の
で
は
な
く
、
個
性
的
實
在

を
積

極
的
叉

は
消
極

的

に
評
僧

論

鱒

文
化
的
認
識
守、歴
史
的
認
識
〔
一)

第
十
七
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號

三
九
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三
九
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「

論

叢

文
化
的

認
識

こ
歴
更
的
認
識

〔
}
)

第
十
七
巻

(第

一
號

四
Q
)

四
〇

す
る
こ
慮

・
歴
史
的
認
識
の
書

す

る
所

で
は
な
い
。
す
な
は
ち
、
歴
史
的
認
識
の
論
理
的
理
想
は
、
対
象
に

謝
し
て
」

切
の
穫

的
意
欲
を
避
け
、
從

っ
て
ゐ
ら
ゆ

る
評
債
を
鋒

つ
、
、
並
日
遍
的

に
承
馨

れ
蛋

値

ヘ

ド

の

の
理
論

的
關

係
を
保

つ
こ
ε
に
存

す

る
の
で
あ
る
。

L

四

右

に
述

べ
た
や
　

に
、

リ
ッ
カ
ー
-
は

、
直
観

的
内

容

を
以

て
充

さ
れ
た
も

の
ε
し
て
の

個
禮

か
ら
、
思

惟

の

所
馨

し
て
の
個
艦
、
即
ち
狭
義

に
お
け
る
個
鵠
を
匠
別
し
、
史
に
後
者
の
中
に
、
先
科
學
的
思
惟
の
劃
象
ε
し

て
の
個
禮

重

科
學
的
思
惟
の
封
饗

し
て
の
個
艦
ど
を
匪
別
し
た
上
、
前
者
は
、経
験
的
、
意
欲
的
個
人
の
主
観

的
評
償

に
基

い
て
定

立

さ

れ
る
個
膿

π

る
に
反

し
て

、
後

者

は
、
曲
目
逼
的

償
値

へ
の
理
論

的
關
係

方
法

に
よ

っ
て

.

定
立

さ
れ

る
個
禮

た

る
も

の
ε

、
論
ず

る
の
で
あ
る
つ

實
際

生
活

に

お
い
て
、
意
欲

す

る
個
人

が
、
彼

自
ら

の
主
観
的

評
償
を
標
準

ε
し

て
、
債
値

を
有
す

る
蜀

象

蓬
、

反
贋
値

を
有
す

る
対

象

ε
を
匠

別

し
π
場

合

に
、
斯

か
る
匠

別
が
、
他

の
個

人

に
謝

し

て
は

、
斯

か

る
匠
別

と
し

て
安
富

せ
す

、
從

っ
て
そ

れ
ら

の
対
象

の
、
個
性

的
意

義
も
、

か
の

一
個
入

に

冠
り

て
の
み
、
安
富
す

る
も

の
た

る

こ
ε
は
明

か
で
あ

る
。
併

し
な
が
ら
、

こ
の
場

合

に
お
け

る
封
象

は
、
評
慣
的
意
識

の
対
象

で
あ

っ
て
、
理

論

的
意
識

の
樹
象
た

る
も

の
で
は

な
く
、
從

っ
て
個
性

的
意
義

を
有
す

る
も

の
冠
し
て
現
れ

る
嘘

こ
ろ
の
も

の
は
、

實

在
で
は
な

く
て
.
償
値

そ
の
者

で
あ

る
ε
、
吉
は

ね
ば

な
ら

阻
。
勿
論
、

そ
れ
は
、
軍

に
當
該

個
人

に
封

し
て

5)ibid.S.250-253・
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の
み
要
賞
す

る
、
主

観
的
優
値

起
る
も

の
で
は
あ

る
け
れ
ご
、

し
か
も
償
値

た

る
黙

に
お

い
て
は
、
儂
値

一
般

ε

共

通
な

る
性
質
を
有
す

る
も

の
で
あ
る
。
成

る
入

の
年
来
使

ひ
慣

れ
た

一
個

の
硯
、
彼

の
亡
き
友

人

の
形
見

た
な

嘉

の
書
物
、
叉
は
彼

の
居
宅
の
庭
前
に
見
出
さ
れ
る

】
本
の
樹
木
が
・
他
の
硯
・
他
の
書
物

他

の
樹
木
を
以

て
賛

る
・
あ

能
き
な

い
個
膿
た
る
の
は
v
乙
の
場
倉

お
い
て
、
そ
れ
ら

の
物
の
有
す

る
絶
覆

が
・
主
観

的

慣
値

に
連

結
せ
し

め
ら

れ
、
不
可

分
的
統

一
の
基

礎
を
成
す

に
因

る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、

こ
の
不

可

分
的
統

一
を
可
能
な
ら
し

め
る
ε

こ
ろ

の
償
櫨

が
、

全
然

個

性
的
な

る
内

容
を
有
す

れ
ば

こ
そ
、
そ
れ
は
、
事
實

的
絶

倫

性

ご
結
合
し

て
.
.そ
れ
ら

の
物
を
し

て
、
個
磯

た
ら

し

め
る
力
を

も

つ
の
で
あ
る
。

お
そ
ら

く
、
他

の
或

る
個
人

に
ε
り
て
は
、
そ

の
同

一
の
硯

、
書

物
又
は
樹
木

は

.
彼
が
同

↓
種
類
及

び
同

↓
品
質

の
す

べ
て
の
硯

、
同

一
内

容

及
び
同

一
骸
裁

の
す

べ
て
の
書
物

、
同

一
種
目

、

同

一
形
態

の
す

べ
て
の
樹

木

に
蜀

し

て
み

ご
め
る
償
値
内

容

以
外

の
、

い
か
な

る
鱈
値

内
容

を
も
有
た

訟
で
あ
ら

う
。
す

な

は
ち

こ
の
場

合

に
お
い
て
は
、
償
値

の
主
観
的

愛

當
性

が
、
亦

贋
疽

の
内

容

の
個
性
を

し

て
、
輩

に
土
槻

的

な

る
意
義
を
宿

せ
し

の
る
で
あ
ら

う
。
そ
し

て
こ

の
場

合

に
、
か
の
特
定

の
個
人

ε
の
關
係

に
お
い
て
、
彼

の
所
有

に
係

る
硯

、
書

物
叉

は
樹
木

の
有
す

る
個
性
的
内
容

が
、

そ
れ
ら

の
物

の
有
す

る
直
観

的
個
性

的
.内
容

ご
異

な

る
意
味
を
有
す

る
も

の
た
る

こ
ご
も
、
明

か
で
め

る
ご

吉

は
ね
ば
な
ら

濾
。
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